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平
成
23
年
度
の
市
・
県
民
税
は
、

平
成
22
年
中
の
所
得
か
ら
算
出
さ
れ

ま
す
。
従
っ
て
、
昨
年
の
中
途
で
退

職
し
現
在
所
得
が
な
く
て
も
、
平
成

市・県
民
税（
住
民
税
）や
所
得
税（
国
税
）な
ど
の
申
告
時
期
に
な
り

ま
し
た
。こ
と
し
の
申
告
期
間
は
、２
月
16
日
㈬
か
ら
３
月
15
日
㈫
ま
で

で
す
。市・県
民
税
は
、地
方
自
治
体
の
財
政
を
支
え
る
財
源
で
あ
り
、福

祉
、教
育
、道
路
整
備
な
ど
の
市
民
生
活
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

税
金
を
公
正
に
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
忘

れ
ず
に
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

”税
の
申
告
“を
忘
れ
ず
に
！

〜
申
告
受
け
付
け
は「
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
」〜

22
年
１
月
１
日
か
ら
退
職
す
る
ま
で

に
受
け
た
給
与
な
ど
の
所
得
が
課
税

対
象
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
こ
と
し
就
職
な
ど
に
よ
っ

て
所
得
が
あ
っ
て
も
、
昨
年
所
得
が

な
か
っ
た
人
は
平
成
23
年
度
の
市
・

県
民
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

申
告
が
必
要
な
人

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
住
み
、
平
成
22
年
中
に
所
得
の

あ
っ
た
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
で
す
。

▼
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
に
所

得
の
あ
っ
た
人

▼
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
市

役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
の

な
い
人

▼
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
の
所

得
の
あ
る
人
で
、
所
得
税
の
か
か
ら

な
い
人

▼
給
与
所
得
や
年
金
所
得
だ
け
の
人

で
医
療
費
控
除
・
雑
損
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

▼
平
成
22
年
中
収
入
が
な
か
っ
た
な

ど
税
の
申
告
義
務
が
な
い
人
で
も
、

平
成
23
年
度
の
所
得
証
明
な
ど
が
必

要
と
な
る
人
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
受
け
る
た
め
市
で
の
所
得

確
認
が
必
要
と
な
る
人

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

▼
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
人

▼
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
、
給
与

支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
市
役
所

に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

▼
所
得
が
年
金
所
得
だ
け
の
人
で
、

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
中
で
受

け
て
い
る
所
得
控
除
以
外
に
所
得
控

除
を
追
加
し
な
い
人

申
告
書
の
記
入

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に
は

申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
申
告
書
は

「
申
告
の
手
引
」を
よ
く
読
ん
で
、

納
税
者
ご
自
身
で
記
入
し
て
く

だ
さ
い（
申
告
書
は
２
月
１
日

発
送
予
定
）。

※
自
宅
に
申
告
書
が
届
か
な

か
っ
た
人
で
、
申
告
の
必
要
な

人
は
、
市
民
税
課（
市
役
所
２

階
22
番
窓
口
）ま
た
は
各
支
所

に
あ
る
申
告
書
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

▼
市
・
県
民
税
申
告
書

▼
印
鑑（
ゴ
ム
印
を
除
く
）

▼
平
成
22
年
中
の
所
得
計
算
に
関
係

の
あ
る
帳
簿
・
領
収
書
・
給
与
明
細
・

源
泉
徴
収
票
な
ど

▼
平
成
22
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健

康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
、
介

護
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
個
人
年

金
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
医
療
費

の
領
収
書
ま
た
は
控
除
証
明
書
な
ど

※
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
徳
島

市
内
に
住
所
が
な
い
人
で
も
、
同
市

内
に
事
務
所
・
事
業
所
や
家
屋
敷
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
均
等
割
を
納
め

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］
市
民
税
課

☎（
６
２
１
）５
０
６
３
〜
５
０
６
５

平
成
22
年
分
の
所
得
税
・
贈
与
税

の
確
定
申
告
は
、
３
月
15
日
㈫
が
申

告
・
納
付
の
期
限
で
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

▼
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
土
地

や
建
物
の
売
却
に
よ
る
譲
渡
所
得
な

ど
が
あ
る
人
で
、
平
成
22
年
中
の
所

得
の
合
計
額
が
、
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

▼
給
与
所
得
者
で
①
給
与
の
収
入
金

額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
場
合
②
給

与
の
支
払
い
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て

い
る
人
で
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所

得
以
外
の
所
得
金
額
（
地
代
・
家
賃

な
ど
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え

る
場
合
な
ど

申
告
相
談
会
場

［
会
場
］
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
（
山

城
町
東
浜
傍
示
１
）

［
期
間
］
２
月
１
日
㈫
〜
３
月
15
日

㈫
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
た
だ

し
、２
月
20
日
㈰
・
27
日
㈰
は
実
施
）

［
受
付
時
間
］
９
時
〜
16
時

な
お
、
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
の
駐

車
場
は
、
有
料
（
１
日
２
０
０
円
）

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
期
間
、
徳

島
税
務
署
庁
舎
内
で
は
、
申
告
相
談

会
場
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

簡
単
便
利
な
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ

（
電
子
申
告
）の
ご
利
用
を
！

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用

す
れ
ば
、
確
定
申
告
の
デ
ー
タ
が

簡
単
に
作
成
で
き
、
作
成
し
た
デ
ー

タ
は
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て

直
接
送
信
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）

●
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp

）

［
問
い
合
わ
せ
先
］
徳
島
税
務
署

☎
（
６
２
２
）
４
１
３
１

入
り
が
内
定
し
て
い
る
。
広
州
ア

ジ
ア
大
会
男
子
サ
ッ
カ
ー
で
は
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

と
の
決
勝
戦
で
決
勝
ゴ
ー
ル
を
決

め
る
な
ど
、
優
勝
に
貢
献
し
た
。

22
歳
。
徳
島
市
出
身
。

◆
長
江

晃
生
（
な
が
え
・
あ
き

お
）
バ

レ
ー
ボ

ー
ル
選

手
。
城

東
高
ー

大
阪
体

育
大
卒
。Ｖ
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ「
堺

ブ
レ
イ
ザ
ー
ズ
」
入
団
。
平
成
19

年
に
「
大
分
三
好
ヴ
ァ
イ
セ
ア
ド

ラ
ー
」
へ
移
籍
。
広
州
ア
ジ
ア
大

会
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
、
決

勝
の
イ
ラ
ン
戦
で
サ
ー
ビ
ス
エ
ー

ス
を
決
め
る
な
ど
、
優
勝
に
貢
献

し
た
。
28
歳
。
徳
島
市
出
身
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］
秘
書
課

☎
（
６
２
１
）
５
０
１
４

同
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
国

際
的
に
優
れ
た
成
績
を
残
さ
れ
た
市

民
ま
た
は
市
出
身
者
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
受
賞
者
は
、
今
回
で
６
人
と

な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
敬
称
略
）

◆
西
木

紳
悟
（
に
し
き
・
し
ん
ご
）

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
選
手
。
徳
島
文
理
大
４
年
。

ロ
ー
ラ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
初
採
用
さ
れ

た
広
州
ア
ジ
ア
大
会
で
は
、
他
を
寄

せ
つ
け
な
い
強
さ
で
初
代
王
者
と

な
っ
た
。
現
在
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー

ト
男
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
全
日
本
選
手
権

大
会
８
連
覇
中
。22
歳
。徳
島
市
在
住
。

◆
實
藤

友
紀
（
さ
ね
と
う
・
ゆ
う

き
）
サ
ッ

カ
ー
選
手
。

城
南
高
卒
。

高
知
大
４

年
。
同
大

卒
業
後
は
、

Ｊ
リ
ー
グ
「
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
」

男
子
サ
ッ
カ
ー
の
實
藤
友
紀
さ
ん
、

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
長
江
晃
生
さ

ん
の
３
人
に
、
１
月
13
日
、
徳
島
市

長
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
市
役
所
で
行
わ
れ
た
授
与
式
に

は
、
西
木
さ
ん
の
ほ
か
、
實
藤
さ
ん

と
長
江
さ
ん
の
ご
家
族
が
出
席
。
原

市
長
は
、「
市
民
の
希
望
と
光
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待

し
ま
す
」
と
話
し
、
賞
状
と
記
念
の

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

中
国
・
広

州
で
昨
年
11

月
に
開
催
さ

れ
た
ア
ジ
ア

大
会
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得

し
た
、
ロ
ー

ラ
ー
ス
ポ
ー

ツ
男
子
フ
ィ

ギ
ュ
ア
の
西

木
紳
悟
さ
ん
、

西木紳悟さん・實藤友紀さん・長江晃生さん
徳島市長スポーツ特別賞を授与

〜広州アジア大会金メダル〜おめでとう！

市では、郵送申告の受け付けをし
ています。
[郵送申告の注意事項]
▶給与・年金などの源泉徴収票があ
る場合は、写しを添付してください。
▶生命保険料、国民年金保険料の証
明書など必要書類は必ず添付してく
ださい (添付の無い場合は所得控除
が受けられません)。
▶申告書は、名前、自宅・携帯電話の
番号を必ず記入し、押印してください。

簡単・便利な郵送申告

▲西木紳悟さんへ市長から賞状と記念のトロフィ−が
贈られました

市
・
県
民
税

［
市
役
所
２
階
市
民
税
課
］

所
得
税
な
ど

［
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
（
山
城
町
）］
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都
市
計
画（
変
更
案
）の
縦
覧

と
意
見
の
募
集
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
概
要
は
、
市
と
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

【
都
市
計
画（
変
更
案
）縦
覧
】

［
期
間
］２
月
15
日
㈫
ま
で

［
場
所
］都
市
政
策
課（
市
役
所

４
階
）、県
都
市
計
画
課（
県
庁

７
階
）

【
意
見
書
の
提
出
】

市
民
お
よ
び
利
害
関
係
人
は

変
更
案
に
つ
い
て
意
見
書
を
提

出
で
き
ま
す
。

徳
島
市
決
定
分
の
路
線
に
つ

い
て
は
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
で
、「
都
市
計
画
道
路

の
変
更
案
に
対
す
る
意
見
に

つ
い
て
」
と
標
題
を
書
き
、住

所
、名
前
を
明
記
の
上
、２
月
15

日
㈫（
必
着
）ま
で
に
、都
市
政

策
課〈
〒
７
７
０
─
８
５
７
１

幸
町
２
─
５

ＦＡＸ（
６
２
１
）

５
２
７
３
〉へ
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
電
子
申

請
」か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
が
廃
止
さ
れ

る
と
、建
築
制
限
の
解
除
や
固

定
資
産
税
な
ど
に
お
け
る
土
地

評
価
の
減
価
補
正
の
廃
止
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］都
市
政
策
課

☎
（
６
２
１
）
５
４
９
３
、県

都
市
計
画
課
☎
（
６
２
１
）

２
５
６
５

軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者（使
用者）に課税します。乗れなくなった原動機付
自転車や軽自動車などは３月31日㈭までに下
表の場所で廃車手続きをしてください。廃棄・
盗難・譲渡などにより既に所有していない場合
も、未届けの人は手続きが必要です。

【問い合わせ先】市民税課（☎621−5067)

整
理
番
号

都市計画道路の概要

路線番号 路線名 変更内容

幅員変更
（現況幅員）

線形変更
（現況線形）

区域変更
（現道すり付け）

一部廃止
（起点変更）

一部廃止
（終点変更）

徳島県

（都市計画決定権者）

徳島市

計画
延長
（ｍ）

対象
延長
（ｍ）

変更案の概要 手続き担当者

１

２

３

４

５

5-1

６

７

８

９

3・2・2

3・4・17

3・4・21

3・4・26

3・5・42

3・4・32

3・5・46

3・5・47

3・5・48

3・6・38

蔵本駅前通線

大道法花大神子線

名東北部線

佐古春日線

新南福島末広線

住吉万代園瀬橋線

南庄南佐古線

観音寺西部線

国府中央線

万代浜側線

160

7,070

890

1,470

1,360

7,040

1,780

650

680

1,390

160

800

890

1,470

1,360

80

1,150

650

680

450

○

○

○

○

○

廃 止

廃 止

廃 止

廃 止

廃 止

○

○

○

○

○

各路線はおおむねの位置を表示

市
で
は
「
徳
島
市
市

民
参
加
基
本
条
例
」
を

制
定
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
市
政
へ
の
参
加
の

基
本
的
な
考
え
方
や
手

続
き
に
つ
い
て
定
め
、

市
の
基
本
的
な
制
度
を

定
め
る
条
例
や
計
画
の

策
定
の
際
に
は
、
条
例

に
基
づ
き
「
市
民
参
加

手
続
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

平
成
21
年
度
に
条
例

に
基
づ
き
、「
市
民
参

加
手
続
」
が
実
施
さ
れ

た
下
表
の
５
つ
の
施
策

に
つ
い
て
、
昨
年
12
月

に
徳
島
市
市
民
参
加
推

進
本
部
を
開
催
し
評
価

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
評
価
結

果
に
つ
い
て
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意

見
を
募
集
し

ま
す
。
評
価

結
果
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

※
市
民
参
加

手
続
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ

く
か
、
各
施

策
の
手
続
き

実
施
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

［
募
集
期
間
］３
月
２
日
㈬
ま
で

［
提
出
方
法
］市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
電
子
申
請
」
か
ら

［
問
い
合
わ
せ
先
］総
務
課

☎
（
６
２
１
）
５
０
１
６

各地区の民生委員・児童委員、主任児童委員の皆さん
平成22年12月１日に民生委員・児童委員の一斉改選が全国で行われ、徳島市では次

の皆さんが厚生労働大臣・県知事から委嘱されました。お住まいの地域の民生委員・
児童委員、主任児童委員に相談・連絡をご希望の際は、保健福祉総務課（☎621−
5175）までお問い合わせください。
印なし＝民生委員・児童委員 ○＝主任児童委員

徳島市市民参加基本条例に基づき 皆さんのご意見を募集します

徳
島
東
部
都
市
計
画
道
路
の

変
更
案
縦
覧
と
意
見
募
集

原付・軽自動車などの

廃車手続きは３月末までに！
2月の無料相談 保健センター （ふれあい健康館内）

《医師による健康相談》☎656−0515
【対象】市内在住の40歳以上の人 【要予約】

《保健師による健康相談》☎656−0515
【対象】市内在住の40歳以上の人 【午後は要予約】

《栄養士による栄養相談》☎656−0534
【対象】市内在住の人          【要予約】

なんでも相談市民センター
 (市役所１階)   ☎621−5200 ・5129
《専門員による相談》 【対象】市内在住の人

（注1）弁護士相談は予約制で、2日㈬8：30から電話
でのみ予約受け付け。各日9人(先着)で1人20分。
（注2）行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階
相談室でも実施。【日時】16日(水)13：00～15：00 
労働・職業相談室（なんでも相談市民センター内）   
《専門員による相談》☎621−5225（商工労政課）
【対象】市内在住の人

女性センター (アミコビル４階)  
《女と男生き方相談》☎624−2613
【対象】市内在住・在勤・在学の人

消費生活センター (アミコビル４階)  
《消費生活相談》☎625−2326
【対象】市内在住の人

人権推進課相談室(市役所２階)   
《人権擁護委員による相談》☎621−5040・5169
【対象】市内在住の人

※託児あり（１歳～就学前まで。無料。要予約）

《健康運動指導士による運動相談》☎656−0534
【対象】市内在住の人          【要予約】

一般相談・カウンセリング
【電話・面談（要予約）】

10：00～17：00
<休>日曜、火曜、祝日

夜間相談【電話・
面談ともに要予約】

2・9・16日㈬
4・18日㈮ 18：00～20：00

消費生活相談 10：00～18：00（受け付けは
17：00まで）<休>火曜、祝日

人 権 相 談 1・15日㈫ 13:30～16:00
労 働 相 談 ８・22日㈫ 13：00～15：00
職 業 相 談 ３･17日㈭ 13：00～15：00

弁 護 士 （注1） 9・16・23日㈬ 13：00～16：00
行政相談委員（注2） 7日㈪ 13：00～15：00
土 地 家 屋 調 査 士 3･17日㈭ 10：00～12：00
司 法 書 士 毎週月･金曜 10：00～12：00
行 政 書 士 毎週火曜  10：00～12：00
住 ま い づ く り 24日㈭ 10：00～13：00
社 会 保 険 労 務 士
( 年 金 相 談 ) 10日㈭ 13：00～16：00

心 配 ご と
(相続・離婚など) 毎週月～金曜 9 ：00～15：30

交 通 事 故 毎週月～金曜 9 ：00～15：30

健康相談・禁煙相談 ８日㈫ 13：00～15：00

もの忘れ予防相談 16日㈬  9 ：30～11：30

糖 尿 病 相 談 22日㈫ 13：00～15：00

健 康 相 談 毎週
月～金曜

 8 ：30～12：00
13：00～17：00

生 活 習 慣 改 善
栄 養 相 談

毎週
水曜

 9 ：00～12：00
13：00～17：00

運 動 相 談 ８日㈫ 13：00～15：00

 車 種 手続き場所 必要なもの

原動機付自転車
小型特殊自動車

市役所
市民税課
☎621−5067

・名義人の印鑑
・ナンバープレート
※ 代理人へ依頼の

時は両者の印鑑
軽四輪車など
［軽二輪(126
～250cc)を含む］

県軽自動車協会
☎641−2010

詳しくは左記
まで

250㏄を超える
二輪車

四国運輸局
徳島運輸支局
☎050−5540−
2074

詳しくは左記
まで

評価対象施策 手続き実施課 連絡先
第2期徳島市行財政健全化計画2010 行財政経営課 ☎621−5113
徳島市地域公共交通総合連携計画 地域交通課 ☎621−5535
徳島市次世代育成支援対策行動計画 子育て支援課 ☎621−5192
徳島市地域福祉計画

保健福祉総務課
☎621−5175

徳島市食育推進計画 ☎621−5562

内 町 藤枝 幸美
湊 美知子
齋藤 慶子
松下 徹
宮本 尚身
池内 靖純
古川 節子

田中 明子
西村 稔
今津 春美
暮石 洋
井原 洋子
丸岡 洋美
豊田 庄司

荒井 照彦
三木 弘伸
森 祥子
森本アヰ子
上田 敦子
多田羅玉枝

庄野 忠
髙島 伸一
瀬戸 雅美
保岡 千里
中野 佳子

環 正文
矢野 美男
西 幸男
増井 秋雄
辻 英雄

木村 節子
眞佐 幸子
岩内 利信
東野 準子

四宮 裕之
中田 博昭
椎野 博文
黒津 由紀
喜多さおり

八木 藤子
三好 一朗
大﨑 和久
三浦 範子

田上加代子
豊田すみ子
守田 久美
武田 圭子○ ○ ○

○ 多 家 良
新 町 ○ 石川 隆義

溝渕 晶子
大久保田鶴子
西野 博幸
分木 育代

福井 敏夫
沖 ヒロ子
加茂 宏之
櫻川 和子
小西 由美

佐賀 愛子
舟越 春美
山田 紀子
北台 浩子

泉 隆治
後藤 正暁
児島 琴子

安田 正勝
柏木 美和
神野八重子

矢田 直子
大西 広子
瀬部 弘美

津 田
石丸 道子
張 和恵
大和 順子
桝田 良子
小森 多佳
松江 公代
吉﨑 勝行
島田 壽子
奥田 亨
槇本 眞

楓 重隆
宇野 多惠
池村 信男
田上 幸男
森 明美
小森 沢江
戸倉洲滿子
大津 勝治
金子 洋子
松野 美樹

磯部 祥一
渡邊 敏子
濱口 靜江
米津 富治
泓 恒
林 英司
平田 茂
環 紘
清崎 邦博
三木 満里

○ ○
西 富 田 ○ ○

根耒 純子
村井 純子
舟越登喜子

渡邊 澄子
野田 収蔵
石橋 典子

木下 治代
若井 信宏
松浦 通代

上 八 万
朝日 知子
吉野美稔子
鎌野規佐子
西岡 徹
中林 正人
谷川 敏樹
谷口 智子
武市美沙子

宮久保 等
藤川 愛子
桒内登美子
相田 伸二
川人 佳子
髙木志保美
佐々木幸子

長倉 和枝
河上美代子
久保 昭
山口 博子
松島 豊明
谷井美年子
藤本美惠子

○ ○
東 富 田

藤本 京子
武市 彦
橋本 賀市
齋川 篤美
三宅 博文
竹原 修二

髙部 博昭
横島 久代
佐々木善子
瀬尾 捷征
清水 信正
安部 光次

松内 富惠
福田 博昭
上原 稔子
吉積 輝三
池本 陞
林 典子

○ ○
加 茂 名 ○

日下 光夫
長澤 良治
原田 治郎
吉富 都
吉岡いつ子
近藤 吉恭
森 政代
尾崎 勇人
木村志津代
荻野 純子
山本 陽子
横関 義美
松谷 和子
桑山 泰子
久保美穂子

小西まつ子
上地 祥子
吉本 美鈴
浦上 公子
林 勇
田村チヅ子
岡山 智子
中村 隆俊
宮本 昌美
若松 友子
森本 弘二
西岡 啓子
早渕 敏弘
亀谷 元子

曵沼 芳子
山田 覺
笠井美知子
田原 孝子
濱田 陽子
坂尾 浩二
後藤 博
岡本 博之
佐々木 顯
濱井 隆治
早渕 博之
大家 隆
小倉惠美子
山崎 曉子

○
○ ○ 入 田
昭 和 河野 秀子

林 惠子
西田 美晴

坂東千鶴子
蒔田 昭治
森出 記子

坂東 弘
近藤 則行鈴木 善次

山田 初子
海野 由季
朝日奈清一
谷岡 悦子
富田 善明
宮崎 功

伊澤 賢二
福井 和代
裏辻美智子
中川 順市
池村 惠子
森 須美子
吉田 知代

大村 厸子
髙見 芳子
廣瀨 陽一
廣瀬 功
伊祁美代子
四宮 洋子
船橋つや子

○ ○
不 動

佐藤 正義
堀 勝義
藤坂 昭博
藤原 明美
井坂眞理子

上原奈津代
井原 福江
大野真利子
松本 則子
井原 恭子

豊田 恭弘
山田 茂男
吉本 則夫
宮﨑 聰○ ○

渭 東 ○ ○
池添 京子
小泉 榮昭
佐野 豊子
中江 敦子
佐藤 朱實
小泉 久子
浜田 耕市
川﨑 晁子
井澤みゆき
赤井 宏美
森 貴代子

中嶋 修三
池内 卓雄
木内 正起
河野 正和
小原 正昭
藤井 延子
荘司眞由美
土橋 多惠
住友千鶴代
阿部 芳江
吉崎 千代

竹内 和明
伊月 賢治
山口 襄
今田 ゆり
井上 千秋
近藤都美子
平岡 節子
吉田佐知子
髙原 曉
佐野 實

川 内
福井 久喜
中川 男
後藤 孝夫
島田 謙一
板東 公惠
髙橋 利之
安倍 昭子
林 ヤヨイ
下村 明子

中島 文子
多田 洋子
平田 秀子
岩朝 弘子
松岡 秀典
板東 博文
森本 勝
川田 重樹

山形 幸子
槙野早智子
加賀見さだ子
岡本 英子
坂東 公子
三木 浩
竹内 純子
林 千寿留

○ ○
○

加 茂
圓藤美惠子
名賀 幸子
小西 康文
遠藤 恭司
谷本 充子
岡部 節子
原 明子
元木チエ子
佐藤 和子
岡田 正雄
尾形 正敏

橋本 真澄
橋村 正晴
戸村 隆晴
國岡 敏男
山本喜代治
林 浩子
葉坂 實
阿部 靖司
杉原 孝雄
伊月 勝廣
岡島 慶子

松原 靜枝
木村 圭佑
冨士本 忠
元木由美子
佐藤 夫
能田 義弘
久米 惠二
髙島 憲子
勝命 精一
清水 博子
浮津博千代

○
○

○ ○ 応 神
渭 北 安藝 京子

春田 和子
齋藤 義公
吉田 尚志
岡島ふみ子
竹内 直子

鴻池 通子
吉﨑 盛雄
廣永 典子
品山 昌美
齋藤 武彦

髙畠 元治
中川 茂
小倉 邦敏
三木 泰正
森岡 幸恵

古川 勝也
中尾 明子
武知 治子
樫原久美子
吉田 尤子
香川 茂子
岩田 忠男
里見 正威
秋山 尚子
三谷 啓子
四宮 通治

松村満里子
槇尾 歌子
岸本 佳子
山田 佳子
森 敏之
橋本 良子
志摩萬壽子
篠原 瑞代
阿部 利子
松尾 和清
稲久 一美

𠮷田 哲夫
一乗 君代
前林 恵子
四宮 忠雄
富浦 祥行
伊勢 悦子
宮島 始
河野 治世
藤本 一枝
細井冨美恵
落久保良江

○ ○ ○
八 万 ○

栗尾 佳子
田中 旭
齋藤 隆子
耒見 孝子
西谷 明美
富田 正美
山口 正信
吉松 博子
清水 公斉
二宮 治海
米田 忠
佐藤ケイ子
鳥居 健男
神原 敏子
田中 妙子

上地 和代
木村 拡史
富塚 秀子
岩﨑規佐子
喜多 延行
松本 迪子
濵 英子
芦谷 勝久
平井 敬二
吉田 幸子
濱田 律子
橋川ミサ子
宮本 克子
藤井 悦子
宮本 雅史

小笠 美弥
山口 正子
上野由美子
木村洋一郎
佐々 忠善
塩田 昭
浅野 保子
濱口 正義
舟越二三夫
濵口 洋一
中川 美智
中川 典子
露口 榮子
秋田 孝
近藤 道広

国 府
以西 弘子
鍛冶 量之
友竹 福一
今川 公子
三好美沙子
横山 愛明
岩根 光隆

長谷川 大
川野 裕
美馬 潤子
山上 徹
岡本 政和
三木田利明
野々瀬正文

岩野 理孝
今井 雅子
保井 卓
立石 輝冶
福家 通
村瀬 健

○ ○
佐 古

三浦 敏志
杉本 好史
合田勢津子
黒松 公子
山本 和江
藤本三惠子
德倉 晧良
齋賀 敬子

長谷部逸子
山中 良枝
小笠原公子
古庄 豊美
石井 忠正
井上 幸子
谷口 孝子

大屋 勝美
藤谷万里子
山口 明美
耒島しげ代
前川 雅一
前川 滋
中納 公樹

○ ○
南 井 上

坂東 宏雄
岡本 好民
渡邉 奝利
田村 往子

西川 顯二
鈴江 彰
松本 悦子
湯浅 信子

榎本 節子
三澤 修司
長田 憲典

○ ○
○ 北 井 上

○ ○ ○ ○ 髙木 直規
岡田 明美
阿部 仁志
行譜 文夫

七條 和之
中川美千代
美馬 正幸
宮本 孝江

河野 正敬
山下 和子
関野 啓子
篠原マサ子

沖 洲 勝 占
伊丹 幸子
滝口 豊
服部 充子

島 啓二
松永 正三
廣瀬 生

髙橋 岑子
手城美代子
竹内 智子

上田 嘉明
郡 健一
兼間 ゆめ

猪内 良重
原 智恵子
橋本 雅文

山田 利明
麻植 茂行
福原 純子

○ ○



3 第 8 4 8 号 平 成 2 3 年 2 月 1 日 広 報
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申…お申し込み方法 問…お問い合わせ先

不動産の公売
【公売日】２月25日㈮13：30〜14：00
【公売場所】徳島県徳島合同庁舎（新蔵町
１）４階会議室

【公売物件】二軒屋町３丁目９番地１
「スカイコート二軒屋」２階部分の一室

【最低公売価額】846,000円（ただし買受
人は、未納管理費などとして約115万円
を管理組合から請求されます）。

【問い合わせ先】徳島滞納整理機構（☎
654−7590）

平成22年６月末に「子宮頸（けい）がん検診無料
クーポン券」「乳がん検診無料クーポン券」「女性
のためのがん検診手帳」を対象者にお送りしました。
まだ受診していない人は、お早めにお受けください。

【対象者】徳島市に住民登録し、平成21年４月２日
〜平成22年４月１日に▷子宮頸がん＝20歳、25歳、
30歳、35歳、40歳になった人▷乳がん＝40歳、45歳、
50歳、55歳、60歳になった人。

【受診期間】3月31日㈭まで 
【自己負担金】無料
【受診場所】「女性のためのがん検診手帳」や徳島
市ホームページに検診機関一覧を掲載

【注意事項】▷乳がん検診については予約が必要▷
受診の際は、無料クーポン券と身分証明書を必ず
持参▷対象となる人で、無料クーポン券が届いてい
ない場合や紛失した人は、保健センターまでご連
絡を。

【問い合わせ先】保健センター（☎656−0530）

要介護認定調査員
介護保険の要介護認定調査に従事する認

定調査員（嘱託職員）を２人募集。応募資格
は、昭和31年４月２日以降に生まれ、介護支
援専門員実務研修を修了した人。
申２月８日㈫までに、介護・ながいき課（☎
621−5581）へ。

市立保育所の短時間勤務保育士
４月１日から市立保育所に午前または午後

に短時間（１日３時間）の勤務をする保育士を
若干名募集。応募資格は、保育士登録をし
ている人か、３月31日までに登録ができる見
込みの人。
申２月15日㈫までに、履歴書を直接または
郵送で、保育課指導係（〒770−8571 幸町
2−5 市役所南館２階 ☎621−5195）へ。

応急手当の実技講習会
2月20日㈰13：00〜16：00。西消防署（庄

町１）で開催。人工呼吸法や胸骨圧迫、ＡＥ
Ｄの取り扱いなど。受講は無料。
申西消防署（☎631−0119）、東消防署（☎
656−1195）へ。

図書館資料片手に街角散歩
２月13日㈰９：30〜12：00。渭東地区周辺

で。街を見つめ直すきっかけとして、資料を
読みながら街角を散歩。対象は市内在住・
在勤・在学の人。定員は20人（先着）。参
加は無料（ただし、保険料100円が必要）。
申市立図書館（☎654−4421)へ。

リフォーム講習会
２月18日㈮13：00〜16：00。シビックセン

ター５階第１活動室で。内容は「エプロンを
不用な傘・布で作りましょう」。対象は市内

在住の人。定員は30人（抽選）。準備物は、
不用な傘（骨なしで洗ったもの）・不用な布・
ワイシャツ・裁縫道具（はさみ・さし・はり・糸）。
受講は無料。
申 往復はがきに講習名、住所、名前、電
話番号、返信あて名を記入し、２月12日㈯

（当日消印有効）までに、消費生活センター
（ 〒770−0834 元 町 １−24 ☎625−
2326)へ。

くらしの講座
２月21日㈪13：30〜15：00。 シビックセ

ンター５階第１活動室で。テーマは「相続・
遺言について学ぼう」。講師は若井伸一さ
ん（徳島公証役場）。対象は市内在住の人。
定員は40人（先着）。受講は無料。
申消費生活センター（☎625−2326)へ。

ペットの足型記念品制作
２月12日㈯10：00〜16：00。徳島ガラスス

タジオ（勝占町中須）で。サンドキャスト技法
により、犬や猫の足型でオリジナルのガラス
製記念品を制作。定員は20人（先着）。足
型のサイズごとに2,000〜3,000円。
申徳島ガラススタジオ（☎669−1195）へ。

赤ちゃんのガラス製記念品の制作
２月13日 ㈰、27日 ㈰9：00〜12：00。 徳

島ガラススタジオで。足形は３カ月児、手形
は1歳児くらいから。定員は各10人（先着）。
1個4,000〜5,000円。
申徳島ガラススタジオ（☎669−1195）へ。

徳島市障害者福祉展
２月５日㈯10：00〜16：00。ふれあい健康

館で。障害のある人が制作した作品の展示・
即売、茶席、手話コーラスなど。
問障害福祉課（☎621−5177）

徳島市芸術祭「芸能祭」
２月13日㈰12：30〜。市立文化センター

（徳島町城内）で。徳島市文化協会加盟団

体による邦楽・バレエ・人形浄瑠璃・合唱・
民踊・きもの着装など。入場料700円。
問徳島市文化協会事務局(文化振興課内
☎621−5178）

市立図書館〈２月のおはなし室プログラム〉

▷５日㈯お話と絵本▷12日㈯腹話術▷19日
㈯お話と手遊び▷26日㈯おんぶと抱っこのふ
れあい遊び。 各10：30〜11：00▷20日㈰上
映会。14：00〜15：00▷27日㈰エンジョイイ
ングリッシュ。10：00〜11：00。
問市立図書館（☎654−4421）

自殺予防講演会
２月14日㈪14：00〜16：30。ホテルクレメ

ント徳島（寺島本町西）4階クレメントホール
で。「かけがえのない命を守るために」と題
した講演会。講師は石元康仁さん（県精神
保健福祉センター所長で精神科医師）と近
藤治郎さん（社会福祉法人徳島県自殺予防
協会理事長で希望館牧師）。
問保健福祉総務課（☎621−5562）

  宝くじおしゃべり音楽館
〜想い出のスクリーンミュージック〜

２月25日㈮18：30〜。市立文化センターで。
清水ミチコさんの司会進行で、島田歌穂さ
んの歌、小原孝さんのピアノ、東京ニューシ
ティ管弦楽団の演奏による公演。入場料は
一般2,500円・高校生以下1,500円。
問文化センター（☎653−2185）

エコーオペラ 〜きみを呼ぶ声〜
３月６日㈰14：00〜。市立文化センターで。

徳島市出身の作曲家・三木稔さんの作品を
上演。入場料は一般2,000円・高校生以下
1,500円（一部指定席は500円増し）。
問文化センター（☎653−2185）

市議会議員選挙立候補予定者説明会
２月17日㈭10：00〜。市役所13階大会議

室で。５月１日任期満了による市議会議員一
般選挙の立候補予定者説明会を開催。届出
書などを配布するので、関係者は出席を。
問選挙管理委員会事務局（☎621ー5373）

物品納入業者の登録申請追加受け付け
徳島市が平成23年４月１日〜9月30日に発

注する物品関係の指名競争入札参加資格審
査申請を追加受け付け。要領・申請用紙は、
徳島市ホームぺージからダウンロードするか、
直接管財課（市役所７階）へ。
申 所定の用紙で2月28日㈪（郵送の場合、
当日消印有効）までに、管財課（〒770−
8571 幸町2−5 ☎621−5055)へ。

農地の貸し借りの申し出を受け付け
農業経営基盤強化促進法によるもの。対

象は、市街化調整区域内の農地で、借り手
は経営規模の拡大を志向する農家。特徴は、

農地法の許可は不要で、契約期間が過ぎれ
ば離作料を支払うことなく確実に農地を返し
てもらえることなど。
申 貸し手・借り手の印鑑、貸借する土地
の登記事項証明書を持って、２月１日㈫〜９
日㈬に農業委員会事務局（市役所３階 ☎
621−5393）へ。

ひまわりっこ手帳を送付
  生後２カ月に達する月のお子さんに対し、
定期予防接種(ＢＣＧ・三種混合・ポリオ・麻
しん風しん混合・日本脳炎)の予診票と４カ
月児・９〜11カ月児の健康診査受診票が付
いた「ひまわりっこ手帳」を送付。ヒブ・小児
用肺炎球菌ワクチンの予診票も同封。生後
３カ月に達しても届かない場合はご連絡を。
問保健センター（☎656−0540)

電気式生ごみ処理機の購入費を補助
対象は、徳島市に住民登録し、住んで

いる世帯主。補助金額は購入金額の２分
の１（ただし、限度額は３万円）。補助台数
は400台（１世帯につき１台）。対象機種は、
微生物分解方式か乾燥方式の家庭用電気式
生ごみ処理機。なお、徳島市内の取扱店以
外で購入したり、申し込み後に送付する「承
認決定通知書」を受け取る前に購入した場
合は、補助金を交付できないのでご注意を。
申はがきに「電気式生ごみ処理機購入費補
助希望」と明記の上、住所、世帯主の名前（ふ
りがな）、生年月日、電話番号を記入し、生
活環境課（〒770−8571  幸町2−5  ☎621
−5202)へ。

市庁舎の改修工事
３月10日㈭まで、自動ドア設置工事などの

市庁舎ユニバーサルデザイン改修工事を実
施。工事期間中は次のとおり利用制限あり。
ご理解とご協力を。
▷東側入り口＝２月７日㈪、14日㈪、21日㈪
は通行禁止▷西側駐車場＝２月14日㈪〜19
日㈯は使用不可（文化センターに臨時駐車
場あり）▷南館１階多目的トイレ＝２月５日㈯〜
14日㈪は使用不可。
問管財課（☎621−5052）

阿波おどり会館臨時休館
保守点検のため、２月９日㈬は臨時休館。

問阿波おどり会館（☎611−1611)

眉山ロープウェイ運行休止
施設の総点検（１年検査）のため、２月７日

㈪〜18日㈮は運行休止。
問徳島市観光協会（☎622−4010）

地上デジタル放送への対応はお早めに
アナログテレビ放送の完全終了は、

７月24日㈰（あと173日）です。
問デジサポ徳島（☎603−0200）

祝日のごみ収集
2月11日㈮は、平常どおり行います。

問生活環境課（☎621−5217)

保険料を納められないときは 免除や猶予制度をご利用ください

年金額を増やしたい人は

国民年金基金

国民
年金

自営業やフリーランスなど、国民年
金第１号被保険として保険料を納付さ
れている人が、安心して老後を過ごせ
るように、老齢基礎年金にゆとりをプ
ラスする公的な年金制度です。掛金が
全額社会保険料の控除対象になるなど、
税制上の優遇措置があります。詳しく
は、徳島県国民年金基金（☎0120−
65−4192）へ。なお、２月１日㈫9：00
〜 17：00に、保険年金課11番窓口（市
役所１階）に国民年金基金の相談コー
ナーを設置します。この機会にご相談
ください。

女性がん検診無料クーポン券
有効期限が迫っています！

経済的な理由などから、どうしても国民年金の保険料を納められない場合には、
申請により保険料の納付が免除・猶予になる制度があります。

免除制度 保険料の納付が困難な場合は、下表の免除制度をご利用ください。免除が
承認されると、その期間は年金受給資格期間として計算され、免除を受けた期間の年金
額は、全額納付したときの２分の１〜８分の７として計算（平成21年４月免除分から）
されます。
若年者納付猶予制度 30歳未満の被保険者とその配偶者の所得が一定額以下の場

合、被保険者が30歳に到達する日の前月までの保険料納付が猶予されます。その期間は、
年金の受給資格期間として計算されますが、年金額には反映されません。

【申請方法】年金手帳、印鑑（ゴム印は不可）などを持って、保険年金課11番窓口（市役所
１階）へ。平成21年４月以降の失業により申請をされる場合は、失業が確認できる雇用
保険被保険者離職票または雇用保険受給資格者証などが必要。代理申請の場合は、委任
状と代理人の身分証明書（運転免許証、健康保険証など）が必要（同居の親族が申請され
る場合は、委任状は不要）。なお、前年度の全額免除申請または若年者納付猶予申請が
承認されている人で、継続申請により既に今年度分の免除などの承認を受けている人は、
申請をする必要はありません。
※所得審査は年金事務所で行われるため、審査の対象となる人(被保険者、配偶者、世
帯主)の所得申告がない場合は、申告が必要です。

【追納】免除または納付猶予を受けた期間の保険料は、10年以内であれば追納すること
ができ、追納すれば将来の年金額に反映されます。ただし、追納する額は、２年を超え
るとその当時の保険料に一定の額を加算した金額になります。

 《専有部分の建物の表示》
家屋番号 二軒屋町三丁目9番1の204
建物の名称 204
種類 居宅
構造 鉄骨造９階建ての２階部分
床面積 33.09平方メートル

《敷地権の表示》
土地の符号 1
敷地権の種類 所有権
敷地権の割合 10万分の2073

区    分 保険料 受 給 時

法
定
免
除

・障害基礎年金の受給権者に
なったとき
・ 生活保護(生活扶助)を受けて
いるとき（生活保護を受け始め
たとき、廃止になったときは、徳
島市への届け出が必要）

全額免除 年金額に
２分の1が反映

申

請

免

除

所得が一定額以下で、保険料の
納付が困難な人は、申請により
保険料の全額を免除。

所得が一定額以下で、保険料の
全額納付が困難な人は、申請に
より保険料の４分の３を免除。

月額
3,780円

年金額に
８分の５が反映

所得が一定額以下で、保険料の
全額納付が困難な人は、申請に
より保険料の半額を免除。

月額
7,550円

年金額に
４分の３が反映

所得が一定額以下で、保険料の
全額納付が困難な人は、申請に
より保険料の４分の１を免除。

月額
11,330円

年金額に
８分の７が反映

［問い合わせ先］保険年金課（☎621−5162）
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徳島に春の訪れを告
げる恒例のひな人形展
では、初公開される伊
予西条藩の家老の家に
伝来した古今雛をはじ
め、江戸時代から戦前にかけての雛人形の名

品を一堂に展示します。
[とき]２月５日㈯〜４月10
日㈰
[特別公開]昨年、瀬尾静子
さんから寄贈された「束帯」

（左写真）を「十二単」と並
べて展示。
[展示解説]２月11日㈷・３
月５日㈯の13：30 〜14：30

[とき]２月20日㈰13：00 〜
[対象]小学生以上(応募多数の場合は抽選)
[申し込み方法]往復はがきに、住所、名前、
年齢、身長、電話番号、返信あて名を記入し、
２月10日㈭までに、徳島城博物館（〒770−
0851 徳島町城内１−８）へ。

[とき]２月６日㈰10：00 〜※雨天時は11日
[ところ]旧徳島城表御殿庭園
[演武]徳島射初め保存会（浦上同門会有志）
※同日13：00から、新成人（弓道経験者）に
よる競技形式の「新成人記念射会」を開催

[とき]２月13日㈰13：00 〜15：00
[内容]プリザーブド・フラワーと天然素材に
よって造形化された花雛のオブジェを制作
[参加費]1，500円
※応募多数の場合は抽選
[申し込み方法]はがきに、住所、名前、電話
番号を記入し、２月10日㈭までに、徳島城博
物館（〒770−0851 徳島町城内１−８）へ。

館内に特設した大雛段を、愛らしい「ちり
めん細工」による吊（つる）し飾りで彩ります。
[とき]２月15日㈫〜３月５日㈯
[展示協力]ちりめん細工「さくらの会」

[入館料]大人300円、高校・大学生200円、
中学生以下無料
[問 い 合 わ せ 先]徳 島 城 博 物 館（ ☎656−
2525）
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伝
。
椿
祐
昭
監
督
率
い

る
徳
島
市
チ
ー
ム
は
、
中
学
生

か
ら
一
般
ま
で
の
総
勢
36
人
の

選
手
と
関
係

者
が
一
丸
と

な
り
、
レ
ー

ス
に
臨
み
ま

し
た
。

初
日
か
ら

ト
ッ
プ
に

立
っ
た
徳
島

市
は
、
最
終

日
に
鳴
門
市

や
板
野
郡
に

追
い
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、

３
日
間
を

ト
ッ
プ
で
走

る
完
全
制
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。最

終
日
の
ゴ
ー
ル
地
点
・
徳

島
市
幸
町
の
旧
新
聞
放
送
会
館

前
に
、
ア
ン
カ
ー
の
和
田
壮
平

選
手
が
勢
い
よ
く
ゴ
ー
ル
す
る

と
、
関
係
者
が
監
督
や
選
手
な

ど
を
胴
上
げ
し
、
２
年
ぶ
り
に

歓
喜
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
☎
（
６
２
１
）
５
４
２
７

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
一
緒
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ア
ー
ト
作
品
を
制
作
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

［
と
き
］２
月
５
日
㈯
14
時
〜
17

時
（
17
時
〜
18
時
点
灯
実
験
）

［
と
こ
ろ
］と
く
し
ま
県
民
活
動

プ
ラ
ザ
研
修
室
（
沖
洲
マ
リ
ン

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
１
階
）

［
内
容
］小
松
宏
誠
さ
ん
・
ア

ト
リ
エ
オ
モ
ヤ
と
一
緒
に
作
品

づ
く
り

［
申
し
込
み
方
法
］電
話
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
コ
モ
ン
ズ〈
☎（
６
５

２
）
７
６
６
６
〉
へ
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］徳
島
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
事
務
局
（
商
工
労
政
課

内
）
☎
（
６
２
１
）
５
２
２
５

 

人
権
を
考
え
る

 

市
民
の
つ
ど
い

人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
目

指
す
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

「
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

［
と
き
］２
月
14
日
㈪
14
時
〜

15
時
30
分（
開
場
13
時
30
分
）

［
と
こ
ろ
］文
化
セ
ン
タ
ー

［
内
容
］人
権
問
題
講
演
会「
人

権
を
侵
害
し
な
い
た
め
に
〜
情

報
の
正
し
い
選
び
方
〜
」

［
講
師
］辛
坊
治
郎
さ
ん（
キ
ャ

ス
タ
ー
）

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
、
託

児
が
あ
り
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］人
権
推
進
課

☎
（
６
２
１
）
５
１
６
９

４
月
22
日
㈮
に
開
幕
す
る

「
徳
島
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
次

の
と
お
り
バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
新
町
川
が
幻
想
的

な
光
の
演
出
で
包
ま
れ
ま
す
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
、

大
切
な
人
と
、
素
敵
な
夜
を
過

ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

［
と
き
］２
月
11

日
㈷
18
時
〜
21

時［
と
こ
ろ
］新
町

橋
東
公
園

［
内
容
］▼
Ａ
ｎ

ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
み

ん
な
の
星
）
＝

徳
島
市
出
身
の

ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
小
松
宏
誠

さ
ん
と
ア
ト
リ

エ
オ
モ
ヤ
制
作

の
新
町
川
川
底

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
星
を
か
た

ど
っ
た
作
品
を
展
示
▼
ル

ミ
ナ
ス
・
バ
ン
ド
ギ
ャ
ッ

プ
２
０
１
１
＝
昨
年
の

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
も
登
場
し
た
作
品
。
徳

島
市
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
た
ほ
り
つ
こ
さ
ん
が

デ
ザ
イ
ン
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
協
力
で

制
作
し
た
ア
ー
ト
作
品
▼

Ｌ
Ｅ
Ｄ
相
性
判
断
「
あ
ば
た
ね

に
愛
を
こ
め
て
」
＝
二
人
の
呼

吸
を
合
わ
せ
て
ボ
タ
ン
を
押
し

て
ハ
ー
ト
を
点
灯
さ
せ
よ
う
！

な
ど

♥

♥

♥

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
月
夜
と

星
空
「
Ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ  

Ｍ

ｏ
ｏ
ｎ  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

徳
島
駅
伝
で
徳
島
市
が

２
年
ぶ
り
に
優
勝
し
ま
し
た
！

選手・スタッフ・応援する市民が一丸と
なって、２年ぶりに優勝することができまし
た。徳島市の新春の幕開けを飾る輝かしい
快挙であり、一本のたすきにこめられた思
いをつなぐひたむきな姿に胸が熱くなりまし
た。選手をはじめ、関係者の皆さんの頑張りに心から感謝を申し
上げます。

市民の皆さんには、寒い中、沿道から温かい声援をいただき、
ありがとうございました。皆さんの声援は、懸命に走る選手の大
きな力になりました。

来年の徳島駅伝でも、県都・徳島市にふさわしい成績を目指して、
努力を積み重ねてまいりますので、引き続きご声援をお願いします。

さまざまな分野でいきいきと輝く
女性を表彰するＡＷＡおんなあんき
んど塾事業「きらめく女性大賞」
の最終選考会と表彰式が開催され
ます。どなたでも来場いただけます
のでご覧ください。
[とき]２月19日㈯17：00 〜 20：30

[ところ]ふれあい健康館１階ホール
[内容]「きらめく女性大賞」１次選考通過者によるプ
レゼンテーションと表彰式
[問い合わせ先]商工労政課（☎621−5225）

とくしま動物園内の動物などをモデルにした粘土細
工をつくってみませんか。入
賞作品は園内で展示します。
[とき]２月11日㈷
[対象]小学生以下の児童
[参加方法]9：30から油粘土
を配布（先着200人）します。
14：00までに作品を提出してください。持参した粘土
や道具などを使用しての制作も可。
[問い合わせ先]とくしま動物園（☎636−3215）

■春の企画展「ひな人形の世界」

■「お雛さまに変身」の参加者募集

■徳島城射初め演武

■吊し飾り展示

■�「フラワーデザインで魅せる伝統の花雛」
の受講生を募集

作
品
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▲徳島駅伝で総合成績トップでゴールする徳島市チームの
和田選手

徳島城博物館の催し

▲昨年のアートフェスで新町川水際公園を飾った「ルミナスバンドギャップ」

徳島LEDアートフェス2013 HOP
関連イベント

バレンタインデーの
おくりもの2011

２/14
開催

徳島駅伝の応援
ありがとうございました

徳島市選手団団長・原  秀 樹

とくしま動物園「粘土細工コンテスト」

きらめく女性大賞最終選考会＆表彰式


